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金 言 散 人 (松原研)
現在スピン系のdiagram foTmulaもionが籍力的に研究されつつある.そ
こで双極子系に対し.diagram formulaもionを適用しようと言うわけである｡
従来双極子系を統計力学的に取扱う手段としてSPhericalmod.elがあり.
M∴Lax等により研究されて来たO またVan Vleckに始るParもi七ion･func一
七iorlを高温展開し初めの数項を数値計算LOnsager方程式との定量的比較
も幾人かの人々によってなされてきた｡
そこでdiagram form1ユa七ionによりこれらの事が何様なdiagram近似
で説明できるか､また従来 sphericalnodelは永久双極子系に対し適用さ
れてきたが. これを永久双極子が誘起分極率を有する場合にも拡張することを
研究目的としたO
現在これらの説明は可能である｡ 大体はスピン系のdiagram formulation.
と変らないoただうるさい事は双極子一双極子相互作用が tensorである事だ
が､これ も格子の対称性が高いと言う仮定をすると (事実sphericalmodel
及びOnsager方程式は等方性の仮定が暗黙の内に含まれておる)d-iagram
formulationで対角成分しか生じないことにより簡単になるO またOrlSager
方程式はM.Laxに従いSPhericalmodelで特定の固有値を取ると長い0
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